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轟橋。往古の時代はこの
付近に「一つ橋」という
丸太一本を渡す小さな橋
があり、寛政の三奇人・
高山彦九郎が立ち寄った
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奈良～平安時代の集落。土器
や鉄製品の他、北海道式の土
器が出土しており、当時の交
易圏の広さが窺える。中世、
野田氏の居城と考えられる
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東日本大震災後、第三堤防として
造られた東京ドームおよそ４個分、
約 2kmにわたる公園

かつて野田では製塩が盛んに行わ
れており、盛岡や秋田県まで牛方
により運ばれた「塩の道」の起点

桜の時期には 2016 年に園路沿い
に植樹された若木の桜並木が楽し
める

3.11 で流失した歩道橋の一部が震
災遺構として残されている。水門
にも津波の高さが印されている

東日本大震災後、既設防潮堤の嵩
上げと新設が行われ、高さ 14ｍと
なった

約 2kmと岩手県内でも最大級の海
岸。砂浜に見られる赤紫色の小豆
石は「道の駅のだ」の愛称「ぱあ
ぷる」の由来になっている

東日本大震災大津波記念碑、昭和
８年の津浪記念碑が建っている
この付近は東日本大震災で村の最
高遡上高 37.8mの津波が襲った

愛称「ほたてんぼうだい」
野田村の特産品であるホタテをモ
チーフにしたデザイン

約 400 年の歴史を持つ曹洞宗の寺
院。明治 34年に建てられた本堂の
改築工事が令和 4年から行われて
いる

村を一望に見渡す愛宕山に鎮座す
る神社で、海蔵院の守り神として
の性格もあり同時期の創建と推測
されている

高さ 13.4ｍの大鳥居。愛宕参道広
場では毎月 16日に市日が立つ
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＜参加方法＞ 

１ アプリでスタート受付！ 

アプリでコースページを開き、コースページ下部の 

「参加する」ボタンをタップすると、地図が表示されます。 

 

地図画面の下部の「スタート」ボタンをタップして、

「START!!」の表示がされたら受付完了です。 

 

※ 受付はアプリからに限ります。 

※ ゴールまで GPS 機能を切らずにご参加

ください。 

 

２ アプリの地図を確認してハイキングスタート！ 

同一日中にゴールを目指しましょう。 

（日をまたがっての参加はシステム上できません） 

※ 歩きながらのスマートフォンの操作・画面注視は大変危険です。

必ず安全な場所に立ち止まって行ってください。 

※ 一部紙マップをお配りするコースもあります。 

各コースの「特典・告知」欄をご覧ください。 

 

 

3 ゴールまで歩いたら「ゴール」ボタンをタップ！ 

ゴール地点に到着したら、アプリの地図画面右上に 

表示されている「ゴール」ボタンをタップしてください。 

 

タップ後、「GOAL!!」の表示が出たらゴールでの手続きは

完了です。 

 

※ ゴールボタンをタップすると参加履歴が記録され、駅

ハイチケットが付与されます。 

（反映には時間がかかる場合があります。） 
 

 

参加される方へご注意 駅からハイキングを快適にお楽しみいただくために、ご参加の前には必ずお読みください。 

＜参加にあたってのご案内＞ 

・ 暑い時期は熱中症等の予防のため、参加時は、なるべく帽子をかぶり、水分補給を行ってください。 

・ スニーカーやトレッキングシューズなどの歩きやすい靴でご参加ください。 

・ 両手をフリーにしておけるナップザック等でご参加ください。 

・ 入浴時のタオルは各自ご用意ください。 

・ 万一に備えて、健康保険証のコピーを携帯していただくとともに、任意で保険へのご加入をおすすめいたします。 

・ 雨具等は各自ご持参ください。 

・ コース中の施設などで割引等の際に年齢確認が必要な場合がございます。年齢の確認が出来るもののご持参をおすすめいたします。 

・ 日傘をご使用の際は周りへのご配慮をお願いいたします。 

＜お断り＞ 

・ 花や紅葉の見頃については、その年の気候や天候に左右されますので、お楽しみいただけない場合もございます。 

・ 無料コースは参加費は不要ですが、イベントにより路線バス代、入館料、ロープウェイ代などを現地でお支払いいただく場合があります。 

そのほか、一部有料コースがあります。 

・ 現地でのプレゼント等は、なくなり次第終了となりますので予めご了承ください。 

・ 記念品はゴールでお渡しする場合もございます。 

・ バス等では座席に座れないこともございますので予めご了承ください。 

・ 天候その他の理由により、予告なくコースを変更、もしくは中止することもありますのでご了承ください。 

（コースの開催情報につきましては催行情報でご確認ください。） 

・ スタート駅とゴール駅が異なるコースがありますので、往復でのきっぷ等の購入の際はご注意ください。 

・ ハイキングの各コースはウォーキングでの参加を前提としております。自転車等での参加はお断りいたします。 

・ 駅からハイキングには JR 東日本などの列車を利用してご参加ください。（駐車場、駐輪場は準備いたしません。） 


